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山名 [山域] 蛇峠山(山スキー) 目的と方法 山スキー入門

登山期間 12月 22日 (土) 山行移艦 日帰り

争加人数 7人

行動配録
岩津市民0(630)==治 部坂高原スキー場(810845)一 一馬の背(1000)一 一蛇峠山山頂展望台(112
01150)一 一治部坂スキー場(13001320)==宿 り木の湯(14001530)==岩 津市民C(1730)

概念田

積雷情報では40セ ンチの積雪があるとのことだつたが、あくまでもスキー場のことで頂上に向かう道は所々ア
スフアルトがむきだしになていた。治部坂スキー場Pを出発し40分 くらいは板を背負い徒歩で行く。休憩を挟み
板を履き登つていくが、はじめはコツがわからず無駄な体力を使つてしまった気がする。少し慣れてきたころに
雪がなくなり、仕方なく板をはずし担いで登つていく。板を履いたりはずしたりで面倒でもあるし結構時間がか
かつてしまつた。馬の背(1400M)で はまわりの景色は曇つていてあまり見通しが良くない。山岳会に入つて初
めての山行で登つた大川入山が見えたのが嬉しかつた。ゲート前まで滑つてみたが、へつぴり腰になつているの
がわかつていたが、なんとか下ることができた。スキーは10年 振りで恐怖が先にたつていたが、以外に滑れ
て?よ かつた。ゲートから山頂に向かうがこちらも所々雪がなく板を担いで行つた。スキーを履いているよりも担
いでいる方が多いくらいに思えた。山頂に着き、先に着いていたつほ足隊と会う。いただいた甘酒がおいしかっ
た。30分 ほど休憩した後、出発。下りも板をはずしたり履いたりの繰り返しだつた。スキー場にての検定があり、
全員合格だつた。とりあえず降りてくることは出来たが、降りてきただけで、すべりがどうのとは全く言えないもの
だつた。あつという間に滑り終わつてじまい、スキーを滑ることに関してはこれから練習をしなければと思つた。そ
して、体力もつけなければと課題が残った。

感線
山スキーはとにかく体力、スキーの技術が必要だと思つた。今回は楽しむことよりも、これから体力をつけるこ

と、スキーに欄れることをこれからの課題として練習したいと思う。早く『楽しめる出スキー』にしたい。


